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お
わ
り
に

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
化
の
波
は
大
き
く
な
り
は

す
れ
、
小
さ
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
ラ
ブ
ア
ン
島
の
オ

フ
シ
ョ
ア
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
、
イ
ス
ラ

ム
金
融
の
ハ
ブ
を
目
指
し
て
い
る
。
ラ
ブ
ア
ン
島
に
進

出
す
る
イ
ス
ラ
ム
金
融
機
関
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
ブ
ミ

プ
ト
ラ
政
策
の
象
徴
と
し
て
固
守
し
て
き
た
、
マ
レ
ー

人
30
％
の
資
本
所
有
比
率
の
枠
を
撤
廃
し
、
外
資
（
イ

ス
ラ
ム
金
融
機
関
）
１
０
０
％
の
出
資
で
進
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
先
進
国
に
な
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア

で
は
、
貧
困
問
題
は
マ
イ
ナ
ー
な
問
題
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
、
マ
レ
ー
人
を
中
心
と
し
た
ブ
ミ
プ

ト
ラ
共
同
体
の
中
で
、
少
数
先
住
民
族
の
貧
困
問
題

は
、
依
然
と
し
て
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
で

あ
る
。
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
傘
の
下
で
マ
レ
ー
人
が
豊
か
に

な
っ
た
か
ら
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
経
済

水
準
の
引
き
上
げ
は
、
問
題
と
な
ら
な
い
と
す
る
の
は

道
理
に
合
わ
な
い
。
Ｎ
Ｅ
Ｐ
が
開
始
さ
れ
た
大
き
な
目

的
は
、
全
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
貧
困
の
撲
滅
で
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
理
念
が
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
を
支

え
る
限
り
、
サ
ラ
ワ
ク
州
な
ど
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
・
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
貧
困
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
マ
レ
ー

シ
ア
は
文
字
通
り
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
の
は

難
し
い
と
い
え
る
。
２
０
２
０
年
の
先
進
国
入
り
ま

で
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
経
済
水
準
を
マ

レ
ー
人
並
み
に
引
き
上
げ
る
に
は
、
十
分
な
時
間
が
残

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ス
ラ

ム
化
に
伴
い
、同
政
策
は
大
き
な
岐
路
を
迎
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
み
き
と
し
お
・
札
幌
学
院
大
学
教
授
）

アジア の窓 Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
主
導
す
る

　
東
ア
ジ
ア
の
共
同
体
形
成

　
２
０
０
７
年
11
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
東
ア
ジ
ア
の

指
導
者
が
集
ま
る
重
要
な
会
議
が
開
か
れ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
（
Ａ
Ｐ

Ｔ
）、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
で
あ
る
。
Ａ

Ｐ
Ｔ
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
日
中
韓
の
首
脳
が
加
わ
り
、

Ｅ
Ａ
Ｓ
は
さ
ら
に
イ
ン
ド
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
が
加
わ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
６
と
な
る
。

　
Ａ
Ｐ
Ｔ
が
初
め
て
開
催
さ
れ
た
の
は
１
９
９
７
年
で

あ
る
。
日
本
の
橋
本
総
理
が
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
サ
ミ
ッ
ト

を
呼
び
か
け
た
の
に
対
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
中
韓
を
加

え
た
首
脳
会
議
を
逆
提
案
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｔ
は
そ
の
後
定

例
化
さ
れ
、
今
年
は
10
回
目
と
な
る
。
当
時
の
金
大
中

韓
国
大
統
領
が
東
ア
ジ
ア
の
地
域
協
力
を
進
め
る
た
め

に
東
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｇ
）
と
東

ア
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｇ
）
と
い
う
２

つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
創
設
を
提
案
し
た
。
こ
の
２
つ

の
研
究
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
、
東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ

Ａ
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体

な
ど
の
構
想
が
生
ま
れ

た
。

　
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト

が
実
現
し
た
の
は
２
０

０
５
年
の
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
で
の
会
議
で
あ

る
。
東
ア
ジ
ア
共
同
体

へ
の
主
導
権
を
巡
っ
て

Ａ
Ｐ
Ｔ
を
強
く
推
す
中
国
と
イ
ン
ド
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
加
え
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
６
で
構
成
さ
れ

る
Ｅ
Ａ
Ｓ
を
推
進
し
た
日
本
が
鍔
（
つ
ば
）
迫
り
合
い

を
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
宣
言
文
で
は
、「
Ａ

Ｐ
Ｔ
が
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
主
要
な
手
段
と
な
り
、
Ｅ

Ａ
Ｓ
が
地
域
の
共
同
体
に
向
け
主
要
な
役
割
を
果
た

す
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
主
要
な
手
段
は
英
語
で
は

Main 
Vehicle

（
主
要
な
乗
り
物
）
で
あ
り
、
手
段

よ
り
も
強
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
７
年
の
会
議
で
は
Ａ
Ｐ
Ｔ
が
中
核
に
な
る
こ

と
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
宣
言
文
で
は
、
Ａ
Ｐ
Ｔ
は

Main 
Vehicle

で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
、
Ｅ
Ａ

Ｓ
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
な
ど
と
並
ぶ
そ
の
他
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
協
力
に
つ
い
て
の
第

２
共
同
宣
言
で
は
、
Ａ
Ｐ
Ｔ
協
力
の
分
野
と
し
て
、
政

治
安
全
保
障
協
力
、
経
済
金
融
協
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
・
気
候
変
動
・
持
続
的
開
発
協
力
、
社
会
文
化
開

発
協
力
の
４
分
野
が
あ
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
詳
細
な

４
分
野
の
作
業
計
画
（
２
０
０
７
年
│
２
０
１
７
年
）

が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
が
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
内
容

を
具
体
化
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。

　
２
０
０
５
年
の
宣
言
文
で
も
Ａ
Ｐ
Ｔ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

を
推
進
力
と
す
る
と
し
て
い
た
が
、
第
２
共
同
宣
言
で

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
が
、
作
業
計
画
の
策
定
と
調
整

を
行
な
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が

東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
築
に
向
け
て
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
よ
り
鮮
明
と
な
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
共
同
体

創
設
に
向
け
て
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
（
主
導
権
を
と

る
）
の
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
石
川
幸
一
（
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）


